大リーグにおける薬物問題と米国スポーツジャーナリズム　－野球殿堂投票のボンズ，クレメンス得票増の背景をめぐって－ by 神田 洋
はじめに
2017年の米国野球殿堂の投票で，ともに筋肉
増強剤使用疑惑のあるバリー・ボンズとロジャー・
クレメンスが過半数の票を得た。2013年に殿堂
入り候補となった2人は2016年から得票を伸ば
し，近い将来に殿堂入りを果たす可能性もある。
野球殿堂の投票者は野球記者である（詳細は後
述）。彼らがなぜ薬物疑惑選手の殿堂入りを許容
するようになったのか。この問題は野球記者が関
わってきた過去の薬物問題報道に対する評価と切
り離せない関係にある。したがってこの問題の追
及は，野球記者の責任ひいては米国のスポーツジャー
ナリズムのあり方を問うものとならざるを得ない。
大リーガーの筋肉増強剤使用が初めて具体的か
つ全米規模で報じられた1998年，テキサス大の
ジョン・ホバマンは薬物問題を追求し切れないス
ポーツ報道の欠陥を指摘した（1）が，薬物検査が導
入された2003年以降は過去の報道検証が行われ
るようになり，1980年代後半からのいわゆる
「ステロイド時代」を総括したESPNマガジンの
2005年の特集「誰が知っていた？」（2）などが登場
した。こうして過去の出来事として総括されたか
に見えた薬物問題であったが，ステロイド時代に
活躍した選手が殿堂入り候補となったことで近年
問題が再燃し，選手のみならず，球界幹部や報道
陣も含めた人々の薬物問題への対応が問い直され
ることとなった。
こうした状況をふまえて本稿では，第1に殿堂
投票でボンズ，クレメンス否定派から支持派に転
じた投票者にアンケートを実施して投票理由につ
いて明らかにする。第2に上記のアンケートの結
果，多くの投票者が問題の発端として強調した
1998年の薬物騒動の報道を検証する。以上のこ
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本稿は，薬物使用疑惑のある選手が米国野球殿堂の記者投票で得票を伸ばしている背景を分析することで，ス
ポーツジャーナリズムの問題点や野球殿堂が果たすべき役割を解き明かそうとしたものである。
野球殿堂の投票者へのアンケートの結果，1998年に起きた薬物騒動への対応に問題があったと多くの記者が
考えていることが分かった。当時の報道の検証から明らかになったのは，球界幹部や報道陣に見られた薬物容認
の姿勢であり，それゆえ選手だけに薬物問題の責任を負わせることへの疑問が高まった。今後は，野球殿堂が歴
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とをふまえ，第3に薬物疑惑選手にたいする評価
が好転した背景を考察するとともに，スポーツジャー
ナリズムの構造的な問題や野球殿堂がこの問題に
対して果たすべき役割についても言及することに
する。
なお本稿では「ステロイドのゴッドファザー」
を自任したホセ・カンセコ（3）が大リーグに昇格し
てチームに筋肉増強剤を広め始めた1985年から，
大リーグ機構が薬物使用に罰則を導入した前年の
2003年までを「ステロイド時代」と呼ぶ。
1 殿堂入りの仕組みと大リーグの薬物
規定，薬物使用の実態
本論に入る前に殿堂入りの仕組み，大リーグの
薬物規定及び使用実態について説明しておこう。
 殿堂入りの仕組み
大リーグでは1936年にベーブ・ルースやタイ・
カッブら5人が初の殿堂選手となってから，300
人以上が殿堂入りを果たしている。殿堂の競技者
部門は9条からなる規定に基づいた投票で決まる。
投票者は全米野球記者協会（BBWAA）に10年
以上在籍するメンバーが務める。2017年の投票
者は442人。投票内容の公表は任意で，309人が
公表した。
投票方法は，あらかじめ提出された候補者リス
トの中から10人以内を連記（該当者なしも可）
して投票し，得票率が75％を超えた選手が殿堂
入りというもので，得票率5％未満の場合は翌年
の候補資格を失う。第3条で定められている候補
者の条件は，①大リーグで10年以上プレー，②
引退後5年以上が経過，③引退後4年6か月以内
に死亡した場合は死後6か月，④候補でいられる
期間は10年間（2014年に15年間から改正）で
あり，⑤大リーグ機構が公示する失格選手は候補
とならない（4）。
規定の第5条は「人格条項」と呼ばれ「選手の
成績，力量，品位，スポーツマンシップ，人格，
チームへの貢献によって選ぶ」とされている。細
かい定義がなく，以前は便宜的な条項と目されて
いたが，薬物問題の高まりとともに「品位」の解
釈が注目されることとなった。
なお競技者部門以外にベテランズ委員会による
選出がある。ベテランズ委員会は殿堂入りした元
選手らで構成され，選手以外で球界に貢献した人
材や競技者部門で選出漏れした選手を対象とする。
 大リーグの薬物規定
大リーグは 2003年に薬物検査を導入した。
1998年に自転車のツール・ド・フランスで起き
た薬物スキャンダルで，フランス政府が捜査機関
に解決を委ねたことを機に，ドーピングは競技団
体内にとどまらない問題となった（5）。1999年には
世界反ドーピング機関（WADA）が発足し（6），
スポーツ界のドーピングが世界的なニュースとなっ
た。注目の高まりの中，問題に背を向けてきた大
リーグも例外ではいられなくなった。2002年6
月18日，米上院の消費者問題小委員会が大リー
グの薬物問題に関して公聴会を開催し，ジョン・
マケイン議員らが薬物検査を導入しない大リーグ
機構と大リーグ選手会を批判した。選手会のドナ
ルド・フェア専務理事は筋肉増強作用のある薬物
の店頭販売を禁じることが先決と主張したが，検
査導入への動きは一気に進んだ。同年8月30日，
2003年に検査を行うことで労使が合意した（7）。
2003年3月に大リーグで初めて実施された薬
物検査は，ステロイド系の筋肉増強剤を対象とし
た実態調査のための検査で，罰則はなかった。
2002年の協定により，この検査で陽性反応が5％
を超えた場合に2004年から罰則付きの検査を実
施することが決まっていた。1438検体の5％以上
が陽性を示し，2004年から罰則が導入された（8）。
違反1回目の罰則はなく，出場停止処分は2回目
で15日間，3回目25日間，4回目50日間，5回
目1年間。2005年には出場停止処分が違反1回
目で10日間，2回目30日間，3回目60日間，4
回目1年間に変更された。2006年には興奮剤が
禁止薬物に加わって出場停止処分も厳格化され，
違反1回目で50試合，2回目100試合，3回目は
永久失格となった。
2012年のキャンプではヒト成長ホルモン
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（HGH）検出のための血液検査が初めて行われた。
血液検査は2013年には全面的に導入された。ま
たWADAで選手の正常なテストステロン値など
の記録を管理することも2013年に始まった。罰
則は2014年にさらに強化され，違反1回目で80
試合，2回目162試合（1シーズン），3回目は永
久失格となった（9）（表1参照）。
 罰則導入前の薬物使用
近年の殿堂投票では罰則導入前の薬物使用ある
いは使用疑惑の扱いが議論となっている。ヤンキー
スなどでプレーしたジム・バウトンが1970年の
著書で明らかにしたように，大リーグではアンフェ
タミンなどの興奮剤の使用が古くから横行してい
た（10）。しかしウエートトレーニングをタブー視す
る傾向が強く，陸上競技などのように筋肉増強剤
が広まることはなかった（11）。筋肉増強剤が大リー
グで本格的に流布するようになったのは薬物でパ
ワーを手にしたアスレチックスのカンセコがア・
リーグ最優秀新人に選出された1986年ごろから
だった。
スポーツ選手が競技のために使用する薬物は治
療薬や麻薬などと区別され ・performanceen-
hancingdrugs・（PED，競技力促進薬）と呼ば
れ， 各競技団体や国際オリンピック委員会
（IOC）などの組織が禁止して初めて ・banned
substances・（禁止薬物）となる。そのため2003
年まで独自の薬物規定を持たなかった大リーグで
は，薬物問題を論じる際に禁止薬物という言葉を
使えないケースが多い。ただし2003年以前に禁
止薬物が存在しなかったわけではない。米国では
1990年に27種類のアナボリックステロイドを対
象に，無許可の所持を禁じる法が成立した。これ
を受けてMLBは1991年に違法薬物の所持を禁
止するとの通達を各球団に行った。通達文書には
「ステロイドを含む」とあり，これによってアナ
ボリックステロイドは禁止薬物となった。だが抜
き打ち検査も罰則もなく，通達に関する報道発表
もなかった（12）。当然のことながら通達は薬物使用
の制限にはつながらなかった。
2 野球殿堂の投票者の意見
なぜボンズ，クレメンス支持に転じたのか
 得票伸ばすボンズ，クレメンス
大リーグ史上最多の762本塁打を記録した外野
手のボンズは筋肉増強剤の製造，取引で摘発され
たカリフォルニア州の栄養補助食品会社バルコか
ら薬物を提供されたことを2003年にサンフラン
シスコの大陪審で認めた。だが薬物が筋肉増強剤
だったという認識はなく，関節炎の薬などと説明
されていたと主張した（13），（14）。通算354勝投手の
クレメンスは2007年に発表された大リーグにお
ける薬物使用の実態調査「ミッチェル報告書」で
筋肉増強剤の使用が詳しく報告された。クレメン
ス自身は報告書の内容を否定したが，元個人トレー
ナーが薬物使用実態を新聞などに告白し，調査に
も協力。元チームメートもクレメンスの使用を示
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表1 米大リーグ薬物規定の変遷
年 違反1回目の罰則 最も重い罰則 備 考
2003 な し な し 対象はステロイド系筋肉増強剤、尿検査のみ
2004 な し 5回目で1年間出場停止 罰則を導入
2005 10日間出場停止 4回目で1年間出場停止
2006 50試合出場停止 3回目で永久失格 興奮剤も禁止
2012 同 上 同 上 キャンプでHGH検出のための血液検査
2013 同 上 同 上 血液検査の全面導入，WADAで記録管理
2014 80試合出場停止 同 上
（注） MLB.com，AP通信の年譜より抜粋
唆した（15）。ただしボンズとクレメンスはともに大
リーグで罰則付きの薬物検査が導入された2004
年以降に検査で陽性となったことはない。
2選手は2013年に初めて殿堂入り候補となっ
た。 ボンズは史上最多 7度の最優秀選手賞
（MVP），クレメンスは同じく史上最多となる7
度のサイ・ヤング賞（最優秀投手賞）に選ばれる
など実績は候補1年目で殿堂入りを果たすのに十
分だった。だが薬物疑惑を問題視する投票者が多
く，2015年まで両者とも30％台の得票にとどまっ
た（表2参照）。票が増え始めたのは2016年で，
2017年の投票ではボンズが53.8％，クレメンス
が54.1％を獲得した。
ボンズ，クレメンスの得票率増加には，大リー
グで監督通算2728勝のトニー・ラルーサ（2015
年殿堂入り）と前コミッショナーのバド・セリグ
（2017年殿堂入り）のベテランズ委員会選出によ
る殿堂入りや，競技者部門の候補に入った他の薬
物疑惑選手の存在が関係しているとみられる。
BBWAA元会長のスーザン・スラッサーは2016
年12月5日にツイッターで「セリグが殿堂入り
したし，ラルーサがすでに殿堂にいる。投票を修
正しよう」とつぶやいた（16）。さらにフォロワーの
質問に答え大リーグで薬物への罰則が導入された
2004年以降に検査で陽性になったのでなければ，
薬物使用を殿堂入りのマイナス要素とはしないと
の見解を明らかにした。スポーティングニューズ
誌のインタビューでは，ステロイド時代の球界幹
部が次々と殿堂入りする中で，ボンズとクレメン
スだけを投票の対象から外すことは難しいと語り，
セリグらを選出した野球殿堂のベテランズ委員会
が「ステロイド時代と折り合いをつけている」と
した（17）。ニューヨーク・タイムズ紙は「その時代
の中心人物（セリグ）をたたえるなら，全ての過
ちを2人の選手のせいにすることになる」という
スラッサーの言葉を紹介し，元会長の見解が他の
投票者の決断に影響したと報じた（18）。前年までボ
ンズ，クレメンスに投票していなかったスラッサー
は言葉通り両選手に投票した。
ベテランズ委員会選出の殿堂入りは例年12月
上旬に発表される。競技者部門の投票締め切りは
12月31日のため，ベテランズ委員会選出の結果
を踏まえた投票が可能になる（19）。2017年殿堂入
り組の場合は，2016年12月4日にベテランズ委
員会選出によるセリグの殿堂入りが発表された。
 投票理由
ボンズ，クレメンスの殿堂投票での得票増の背
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表2 米国野球殿堂3選手の得票率と選出者
マグワイア ボンズ クレメンス 殿堂入り選手
2017 53.8 54.1 バグウェル，レインズ，ロドリゲス
2016 12.3 44.3 45.2 グリフィー，ピアザ
2015 10. 36.8 37.5 ジョンソン，マルティネス，スモルツ，ビジオ
2014 11. 34.7 35.4 マダックス，グラビン，トーマス
2013 16.9 36.2 37.6 該当者なし（最多はビジオ）
2012 19.5 ラーキン
2011 19.8 R・アロマー，ブライレベン
2010 23.7 ドーソン
2009 21.9 ヘンダーソン，ライス
2008 23.6 ゴセージ
2007 23.5 リプケン，グウィン
（注） 得票率75％以上で殿堂入り，マグワイアは2016年で候補の資格失効，投票は10人まで連記可。
全米野球記者協会公式サイト（bbwaa.com）より抜粋。
景にはスラッサーの主張以外にどのような要素が
あるのか。投票内容を公表した記者のうち，ボン
ズ，クレメンス否定派から転じて両選手に投票し
た34人へ2017年5月30日にEメールでアンケー
トを送付し，6月10日までに11人から回答を得
た（表3参照）。アンケートでは①ボンズ，クレ
メンスへの投票に転じた理由，②球界幹部や監督
を含む他の候補者の投票との関連の有無，③ステ
ロイド時代におけるメディアの責任，について質
問した。
ここではまず2選手への投票理由から明らかに
したい。投票理由に前コミッショナーのセリグの
殿堂入りを挙げたのは4人。薬物使用者と非使用
者を区別する根拠が不十分で使用者の特定が困難
なことを挙げたのが7人（3人はセリグ殿堂入り
と両方）。その他の理由が3人で，うち2人は疑
惑選手の殿堂入りを認め，殿堂で「ステロイド時
代展示」を行うべきだと主張した。
の1 セリグ殿堂入りの影響
セリグの殿堂入りを理由とした4人はいずれも
2016年（2017年殿堂入り組）からボンズ，クレ
メンスに投票をし始めた。
トム・ダンジェロは「セリグがベテランズ委員
会の選出で殿堂入りしたことで，ボンズとクレメ
ンスを除外する理由がなくなった」とし「セリグ
は選手と同じようにステロイド時代の一部で，問
題が顕在化したときに無視を決め込んだ」と
1990年代に手を打たなかった責任を問う。ジョ
ン・フェイは「セリグがステロイド時代を招いた」
と最高責任者が初期の対応を誤ったことを問題視
し，薬物規定などをコントロールする立場の人間
を殿堂入りさせ，薬物使用者を排除することが偽
善であるとした。アート・マートンは「最後には
選手会に薬物検査導入を認めさせ，排除とまでは
言えなくとも，薬物の影響を制限した」とコミッ
ショナーとしての仕事を評価する一方「ステロイ
ド時代の危機を招いたのは，オーナーたちの黙認
という形での（選手との）共犯だった。ストライ
キの影響から脱することに（薬物による）本塁打
増を利用した」と1994年のストライキ（20）で被っ
た経済的損失を埋めるため，コミッショナーが本
塁打記録に挑戦するスター選手を対象とした薬物
取締を怠ったとの見方を示した。
マートンが「薬物使用を許した者をたたえ，選
手を罰することはできない」とするように，いず
れの投票者も選手だけを罰することに反対し，投
票基準を見直したと主張した。
の2 薬物使用選手の特定，区別の難しさ
ダニエル・ノブラーはボンズ，クレメンスが候
補になって2年目の2013年（2014年殿堂入り組）
から2人に投票をし始めた。「2人が薬物を使っ
ているという確信があったが，薬物検査導入以前
は証拠がなく，確かなことなどない」とする。罰
則が導入された2004年以降に検査で摘発された
選手には投票していないという。クリス・バーは
「薬物使用者はすでに殿堂入りしているし，これ
からの候補にもいるだろう」とボンズ，クレメン
スだけを使用者と断定できないとの結論で2016
年（2017年殿堂入り組）から両選手に投票した。
2015年（2016年殿堂入り組）から両選手に票を
入れ始めたジェリー・クラズニックは「誰が使用
者で誰が違うか皆知っている気でいるが，実は推
測に過ぎない。自分が投票した世間的にクリーン
だと目されている選手がステロイドに手を出して
いたとしても驚かない」と述べた。
同時期に殿堂入り候補となった薬物疑惑のある
選手の名を挙げ，ボンズ，クレメンスだけを糾弾
する矛盾を指摘した記者もいる。ロジャー・ルー
ビンはイバン・ロドリゲス（2017年殿堂入り），
ダンジェロはマイク・ピアザ（2016年殿堂入り）
とジェフ・バグウェル（2017年殿堂入り）＝表2
参照＝に薬物使用疑惑があるとした。いずれの選
手も薬物検査で摘発されたことはないが，ロドリ
ゲスは何度もステロイド注射を受けたことをカン
セコの著書で暴露され（21），ピアザとバグウェルは
筋肉増強剤のアンドロステンジオンが禁止される
前（2003年以前）に，摂取したことがあると認
めた（22）。フェイはボンズ，クレメンスをピアザと
比較し「証拠の量が違うだけ」とした。
疑惑の選手が候補の中に増加し，殿堂入りも果
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たしていることでますます薬物使用者の特定が困
難になったと各投票者とも主張している。
の3 殿堂で「ステロイド時代展示」を
アンソニー・マッカロンは2015年（2016年殿
堂入り組）からボンズ，クレメンスに投票。「薬
物は野球の歴史の一部。人を不快にさせるとして
も，殿堂の一部であるべきだ。2人は時代を代表
する選手で，殿堂入りすればこの時代の見栄えの
いい部分だけでなく全てを展示することになる」
と殿堂が薬物問題についての展示を行うことを求
めた。ジェーソン・スタークは2014年（2015年
殿堂入り組）から両選手に投票している。史上最
多本塁打とサイ・ヤング賞最多受賞の実績を強調
し「史上最高ランクの選手が存在しなかったかの
ように装う殿堂は考えられない」と説明した。
「自分は最高の選手に投票するだけ。殿堂がプレー
トに何かを書き入れるか，ステロイド時代全体を
まとめる展示をするか，歴史博物館がするように
野球にとって重要な時代をできる限り正直に説明
するべきだと思う」と提案した。
 記者の責任と限界
11人のうち9人がステロイド時代に関して記
者にも責任があると述べた。1人は責任がないと
し，1人は分からないとした。
記者に責任があるとした9人のうち4人がカー
ジナルスのマーク・マグワイアの薬物使用が発覚
した1998年の報道（詳細は後述）の問題点を指
摘した。マートンは最初に薬物について報道した
AP通信のスティーブ・ウィルスタインが一部の
記者から批判されたことを重視し，球界全体にあっ
た薬物問題への姿勢が報道陣にも影響したとした。
クラズニックはマグワイアとカブスのサミー・ソー
サがともに大リーグのシーズン最多本塁打記録を
破った1998年の本塁打争いの報道に触れ「みん
な歓喜に包まれていた。チアリーダーのような当
時の原稿を読むとちょっと気持ち悪くなる。野球
記者は批判されて当たり前」としながらも「薬物
検査はなかった。成績や体つきで薬物使用を摘発
することはできない」と報道の限界について説明
した。マッカロンは「1998年に薬物関係の取材
はあった。だがメディアも含めてアメリカは野球
の復興を祝福するムードに包まれていた。疑いは
それ以上のものにならなかった」と当時を振り返っ
た。同時に報道の難しさについて「どんどん大き
くなる選手がいても，薬物使用だとは報道できな
い。薬物を使っていると思うこととそれを証明す
ることは違う」と説明した。
スタークは薬物に関する知識の欠如が初期の報
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表3 ボンズ，クレメンス肯定に転じた投票者
氏名（所属） 投票理由 記者の責任
ダニー・ノブラー（CBSスポーツ） 否定する根拠が不十分 ある
ロジャー・ルビン（NYデーリーニューズ） 否定する根拠が不十分 ある
ジョン・フェイ（シンシナティ・エンクワイラー） 根拠／セリグ ある
トム・ダンジェロ（パームビーチ・ポスト） 根拠／セリグ 分からない
ジェーソン・スターク（ESPN.com ） 殿堂で薬物展示 ある
リチャード・ジャスティス（MLB.com ） その他 ある
クリス・バー（FOXスポーツ） 否定する根拠が不十分 ある
アート・マートン（CSNニューイングランド） セリグの殿堂入り ある
ジェリー・クラズニック（ESPN.com ） 否定する根拠が不十分 ある
アンソニー・マッカロン（スポーツネットNY） 殿堂で薬物展示 ある
バーニー・ウィルソン（AP通信） 根拠／セリグ 責任はない
道の方向性を決めたとして「残念ながらタイムマ
シンで1998年に行って今の知識で報道すること
はできない。もっと問題提起をしていればと思う。
記者がそうできていれば，あれほど薬物は蔓延し
なかったかもしれない。ただ当時薬物を理解して
報道することは，今考えるよりも難しいことだっ
た」と述べた。
ノブラーは「検査結果や購入記録などがない限
り，特定の選手の薬物使用について道義にかなっ
た報道をすることはできない」と報道の限界への
理解を求め「薬物蔓延を容認した大リーグ機構と
選手会についての報道はもっとあってよかった。
状況を直接変えることができたのは彼らだ」と主
張した。
記者に責任はないと主張したバーニー・ウィル
ソンは「AP通信はマグワイアのサプリメントに
ついて報道することで状況を明らかにし，現状に
光を当てた」と大リーグ機構や選手会主導ではな
く，報道がきっかけで薬物対策が始まったことを
強調した。
ジャーナリストの責任の直接的な根拠として
1998年の本塁打記録報道を挙げた4人だけでな
く，アンケートに答えた11人のうち7人が何ら
かの形で1998年の報道に言及した。次章ではマ
グワイアの本塁打記録に沸き，薬物問題が顕在化
した1998年のシーズンが当時どう報じられたの
かを検証する。
3 1998年の本塁打争いと薬物問題は
どう報じられたか
 1998年の薬物問題
1998年8月21日，AP通信はウィルスタイン
の「薬物，球界ではOK，五輪では駄目」と題し
た記事を配信した。大リーグのシーズン本塁打記
録更新に挑戦するマグワイアが筋肉増強効果のあ
るアンドロステンジオンを使用しているという内
容だった（23）。アンドロステンジオンはテストステ
ロンの前駆体で，体内でテストステロンの生成を
促す。旧東側諸国のコーチや科学者が市場で販売
を始め，西側諸国では1990年代半ばに普及。米
国では経口摂取できる錠剤が2004年に禁止され
るまで合法的に売られた（24）。当時大リーグは独自
の薬物規定を持たなかったが，アンドロステンジ
オンは五輪やプロフットボールNFLでは禁止さ
れており，1996年のアトランタ五輪陸上男子砲
丸投げの金メダリスト，ランディ・バーンズはア
ンドロステンジオンの使用で無期限失格処分を受
けた。記事はオハイオ州立大の専門家が「アンド
ロステンジオンはステロイドである」と認定した
ことも記した。マグワイアは AP通信の取材に
「使ったのは全て自然なもの。皆が同じものを使っ
ている」と話した。
ウィルスタインは7月にマグワイアのロッカー
で薬物の容器を見つけて取材を進めた。匿名性が
高かったそれまでの薬物報道と違い，薬物名を特
定し，選手も使用を認める画期的な記事だった。
スポーツ・イラストレーテッド誌のクリフ・コー
コランは，1998年にマグワイアの問題が報じら
れるまで，大リーグでの筋肉増強剤使用が公に語
られることはほとんどなかったとしている。薬物
問題の専門家ゲリー・ワドラーは「ウィルスタイ
ンが最初だった。問題のふたを開けた人間として
名が残るだろう。非常に重要な出来事だった」と
述べた（25）。
渦中のマグワイアは1998年に結局70本塁打を
放って 37年ぶりにシーズン記録を更新した。
2001年の引退までに歴代5位（当時）の通算583
本塁打を記録したが，殿堂投票では2010年の得
票率23.7％が最高で，2016年を最後に競技者部
門候補の資格を失った（表1参照）。アンドロス
テンジオンだけでなく他のステロイドを摂取して
いたことを引退後の2010年に告白した。
 球界幹部の対応
第2章でステロイド時代の中心人物とスラッサー
が指摘した2人，前コミッショナーのセリグとア
スレチックス，カージナルスなどで監督を務めた
ラルーサは1998年に薬物問題にどう対処したの
だろうか。
1998年8月26日，当時のコミッショナー，セ
リグと大リーグ選手会専務理事のフェアはAP通
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信の報道を受けて共同声明を発表し「問題の物質
（アンドロステンジオン）は処方箋なしに店頭で
購入でき，食品医薬品局の規制対象でもない。こ
れらの事実から，このような報道によってマグワ
イアのような選手の業績の価値が貶められるべき
でない」とした。薬物の効能や副作用については
「科学的，医学的データを集め，専門家の助言を
仰ぐ」と評価を避けた（26）。2005年の報道による
と，セリグは声明を発表する前にカリフォルニア
大ロサンゼルス校（UCLA）にあった薬物検査研
究所の所長ドン・カトリンからアンドロステンジ
オンの筋肉増強効果について説明を受け，抜き打
ち検査を実施する以外に筋肉増強剤を締め出す手
立てはないと忠告されていた（27）。
カージナルスはチームの主砲マグワイアが使用
したアンドロステンジオンについて「アナボリッ
クステロイドの効果も顕著な副作用も証明されて
いない。トレーニングの約1時間前に摂取するこ
とで効果がある」と使用を勧めているとも取れる
声明を発表した。ペンシルベニア州立大のチャー
ルズ・エサリスは，カージナルスの声明がどう主
張しようとアンドロステンジオンはまぎれもなく
ステロイドであると指摘した（28）。
カージナルス監督のラルーサは，AP通信がマ
グワイアのプライバシーを侵害したと非難し，ク
ラブハウス取材からAP通信を締め出したいと話
した（29）。ラルーサはアスレチックスの監督時代に
もテレビでカンセコのステロイド使用を示唆した
ワシントン・ポストのコラムニストを「うそつき」
だと批判したことがあった（30）。
 「史上最高のシーズン」
1999年4月27日のシンシナティ・エンクワイ
ラー紙に「1998年は野球史上最高のシーズンだっ
たのか」という記事がある（31）。「1人だけでなく2
人の愛すべきスラッガーがロジャー・マリスの記
録を粉々にした」とマグワイアとソーサが激しい
本塁打王争いの末，ともにシーズン最多本塁打記
録を破った熱狂を振り返り，1999年に刊行され
た『ザ・パーフェクト・シーズン なぜ1998年
は野球史上最高なのか』という本を紹介してい
る（32）。紹介されているもう一冊の本『98年の夏』
には「野球がアメリカを救った」との副題があ
る（33）。「史上最高」は決して大げさな表現ではな
く，当時の野球ファンの共通認識だったことがう
かがえる。だがこの記事は本塁打記録への挑戦の
さなかに起きた薬物騒動には触れていない。前年
8月に報じられたマグワイアの薬物使用はまるで
忘れ去られたようだ。
 AP報道への各社の反応
コミッショナーがマグワイア擁護の声明を出し
たことからも分かるように，1998年 8月に AP
通信のウィルスタインが報じたマグワイアのアン
ドロステンジオン使用のニュースは大きな反響を
呼んだ。ニューヨーク・タイムズ紙を中心に薬物
使用を追求する報道があったが，同時に「ウィル
スタインは大リーグのクラブハウスで最大の敵に
なった。球団や選手からだけでなく，反撃は記者
からもあった」（34）という現象も起きた。
8月26日付のボストン・グローブ紙は「マグ
ワイア迫害は犯罪だ」と題し「本塁打記録への挑
戦は，タブロイド紙（AP通信，ニューヨーク・
タイムズ紙を指す）が起こした論争に巻き込まれ
てペテン呼ばわりされている」と薬物使用を追求
する報道を痛烈に批判。アンドロステンジオンを
「自然なステロイド」と評価し，厳しい薬物規定
を設ける国際オリンピック委員会（IOC）を皮肉っ
て「（インスタントコーヒーの）マクスウェルハ
ウスを8杯飲んで打席に立ったら，マグワイアは
メダルをはく奪される」と記した。また本塁打が
技術で生み出されるもので，筋肉増強剤は本塁打
増につながらないなどと論じた（35）。
マグワイアが当時所属したカージナルスの地元
セントルイスではセントルイス・ポストディスパッ
チ紙が8月29日付でAP通信を批判した。記事
は「このコラムをスポーツライターの競技力促進
薬であるカフェイン（コーヒー）の助けを借りて
書いていると明らかにしなければならない」と書
き出されており「マグワイアがステーキ好きだと
分かったら，次はベジタリアンが激怒するだろう」
として，ロッカーで薬物の容器を見つけたAP通
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信の取材法を批判するように「今度はAP通信が
冷蔵庫をのぞくかもしれない」と揶揄した。米各
地の新聞の反応にも触れており，フォートワース・
スターテレグラム紙の「（AP通信は）スキャン
ダルをつくり上げようとした。論争を巻き起こす
こと以外に報じる理由はない」や「ウィルスタイ
ンがあなたの家に来たら薬棚を勝手にのぞいてい
いのか。失礼でプロらしくない」という言葉を引
用。マイアミ・ヘラルド紙の「今年一番ばかばか
しいスポーツ報道を盛り上げたのが，アンドロス
テンジオンがやった唯一のこと。合法である限り
何を使おうとマグワイアの勝手」という主張も紹
介している（36）。野球記者のレナード・コペットは
テレビショーで「誰も気にしない。不正ではない
し，ビタミン剤や（興奮剤の）『グリーニー』と
同じようなもの」と言った（37）。
 報道検証 マグワイア擁護の根拠
1998年の大リーグでは筋肉増強剤の使用を擁
護，あるいは黙認する報道が数多く見られた。同
時代の他のスポーツ報道にこれだけ開け広げな薬
物擁護は見られない。違反者を糾弾してモラルの
欠如を嘆くのが典型的な薬物報道（38）で，1988年
ソウル五輪の陸上男子100メートルでカナダのベ
ン・ジョンソンが金メダルをはく奪された際など
に顕著にその傾向が表れた。1998年はツール・
ド・フランスの薬物スキャンダルで反ドーピング
の機運がこれまで以上に高まっていた。自転車強
国である米国でも，ツール・ド・フランスの薬物
問題は批判的に報じられたが，大リーガーのマグ
ワイアに対しては擁護する報道がなされた。
ここではマグワイア擁護報道の根拠を検証する
ことで，殿堂投票者が言及したステロイド時代の
野球記者の責任及びスポーツジャーナリズムの構
造的問題について考察したい。
の1 アンドロステンジオンの「合法」性
マグワイア擁護報道の最大の根拠は，アンドロ
ステンジオンが大リーグで禁じられていなかった
という事実だ。ジャック・マッカラムは一般社会
でも球界でも合法な薬物であることを強調して
「マリスの本塁打記録を破ったとして，薬物使用
で偉業が傷つくことはない」とし，禁止薬物を使っ
たなら非難されるべきだが，合法な薬物の使用を
批判するなら，大リーグ機構よりもマグワイアに
高い規範を求めることになると主張した（39）。オレ
ンジカウンティー・レジスター紙は同じ根拠で
「間違っていない。ルールを破っていないし，拡
大解釈すらしていない」とマグワイアを擁護し
た（40）。五輪に選手を派遣せず，独自の薬物規定も
持たなかった1998年当時の大リーグでは，米国
の法で禁じられた薬物以外なら全て「合法」だっ
たのだ。
大リーグに薬物規定がないだけでなく，普遍的
なドーピングの定義が明確でないことが，薬物問
題を複雑にする。五輪では1968年のグルノーブ
ル冬季，メキシコシティー夏季両大会から薬物検
査が導入された。IOCは1988年のソウル大会の
前にドーピングを「禁止薬物を使用すること，血
液ドーピングのような不法な手段をとること」と
定義し，続いて「禁止薬物」や「不法な手段」を
列挙した。カールハインリッヒ・ベッテとウヴェ・
シマンクは，ドーピングの本質的定義が困難で，
違反薬物や違反行為の一覧を作る列挙的定義に頼
るしかないことをIOCの発表が示していると指
摘した（41）。2000年1月に活動を始めた世界反ドー
ピング機関（WADA）もドーピングを列挙的に
定義している。つまりドーピングとは，競技団体
や国際スポーツ団体によって禁止され，ドーピン
グと認定された薬物を使用することという意味で
しかなかったのであり，1998年の大リーグには
ドーピングが存在しなかったと言うことも可能で，
一定数の報道陣が薬物使用を容認する姿勢を取っ
たことも不思議でない。
米国では 1994年の法改正で食品医薬品局
（FDA）のサプリメント規制が弱まり，アンドロ
ステンジオンなどの新しい筋肉増強剤やエフェド
ラなどの興奮剤が広く市場に出回った。マグワイ
アの活躍の影響で，1999年のアンドロステンジ
オンの売り上げは前年の約10倍の5千万ドルに
なった。レッドソックスの強打者モー・ボーンの
ようにアンドロステンジオンを製造，販売したサ
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プリメント会社と契約を結んでいた選手もいた（42）。
アンドロステンジオンの販売が禁止された2004
年には，駆け込みで購入する人が殺到したという。
2005年に米国の規制薬物リストに加えられた（43）。
当時の米国社会の状況を見れば，野球界に薬物
が蔓延していたことは容易に推測できる。ただ合
法の薬物であっても選手が公に使用を認めること
はほとんどなかった。ノブラーは「隠そうとする
ことで分かるように，以前から選手たちには薬物
使用が不正だという意識はあった」と振り返る（44）。
カンセコは2005年の著書でマグワイアがアン
ドロステンジオンの合法性を利用して違法薬物の
使用を隠したと推測した。意図的にアンドロステ
ンジオンの容器を記者の目につく場所に置いて問
題を起こすことで，国の規制薬物に指定されてい
たアナボリックステロイド使用疑惑の追及から逃
れたというのだ。マグワイアはアスレチックス時
代からステロイドを使用しており，アンドロステ
ンジオンを摂取する意味がないとして「マグワイ
アがアンドロを使うというのは，モルヒネを打た
れている入院患者が（鎮痛剤の）アスピリンを欲
しがるようなもの。まったく意味がない」と記し
た（45）。マグワイアは引退後の2010年1月11日，
カンセコの推測を裏付けるように，選手時代のス
テロイド使用を告白。1989年のシーズン後に初
めて試し，1993年以降は定期的に使用していた
ことを明らかにした（46）。
の2 薬物知識の欠如
マグワイアを擁護した報道の中には薬物への見
識のなさを示すものが多かった。新聞記事の中に
はアンドロステンジオンが合法で店頭販売されて
いることを強調して，子供に人気のシリアル食品
「ウィーティーズ」と比較したものもあった（47）。
1998年のシーズンが終わるまでには大リーグの
多くのチームドクターたちが生殖機能や肝機能の
低下を招くとしてアンドロステンジオンに手を出
さないよう選手に忠告していた（48）。にもかかわら
ず，合法であることを強調する報道には，危険性
の認識がほとんどなかった。
ペンシルベニア大のチャールズ・エサリスは野
球記者の薬物に関する知識の欠如を指摘している。
理系出身ではないことを理由に挙げた取材記者が
いたことに対し「これはロケット工学ではない。
近くのジムに行けば知りたいことは1時間で分か
る」と批判した。記者の中にはウエートトレーニ
ングが野球に役立たないとするなど間違った認識
を持っている者も多かった（49）。
ジャスティスはアスレチックスを取材した際に，
従来見たことのないほどウエートトレーニングに
取り組む選手たちを目にした。「選手たちに何が
起きているか分かっていなかった。ステロイド問
題の状況が分かっていなかった。（陸上男子短距
離の）ベン・ジョンソンが失格になったことは分
かっていた。だがステロイドが野球選手をどれだ
け良くするかが分からなかった」と述懐する（50）。
ホバマンは，薬物の性質にも，カリスマ選手の
薬物使用が生む社会的影響にも無関心なマグワイ
ア報道は，米国社会のドーピング黙認の姿勢を示
していると主張した。1998年4月に発売されて
記録的な売り上げを見せたED（勃起不全）治療
薬バイアグラが治療と娯楽両面の性質で薬物の用
途をあいまいにしており，薬で能力を増強するこ
とが一般社会で珍しくなくなったことを挙げて，
競技力促進薬物の蔓延もその社会現象と無縁でな
いと指摘した（51）。
の3 ストライキと野球の復興
殿堂投票者のマートンは，薬物使用が大きなニュー
スとなった1998年にコミッショナーが問題解決
に着手しなかったのは，1994年のストライキで
被った損失を埋めるためにマグワイアの本塁打記
録に水を差せなかったのが原因との見方を示し
た（52）。1998年の報道には，コミッショナーが望
んだ野球復興への流れに大半のメディアが乗り，
全米の熱狂を生み出す手伝いをした一面がある。
大リーグは人気でもビジネスの規模でも米国の
プロスポーツを長年リードしてきた。だが1960，
70年代にいち早くテレビを味方につけたプロフッ
トボールNFLに，テレビ視聴率や1試合平均の
観客動員数で先行を許した。1980年に大リーグ
機構がテレビ局と結んだ放送権の契約は合計で
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4750万ドル。NFLは1億6400万ドルだった（53）。
その状況に変化をもたらしたのが1984年にコ
ミッショナーに就任したピーター・ユベロスだっ
た。ユベロスは同年のロサンゼルス五輪で組織委
員会会長を務めて大会の収支を2億5千万ドルの
黒字にし，五輪は儲からないというスポーツビジ
ネスの常識を変えた。その手腕を買われて野球界
に迎え入れられると，在任中に期待通りCBSテ
レビと4年11億ドル，スポーツ専門ケーブル局
ESPNと4年4億ドルの放送権契約を結んだ。大
リーグは1987年に14年ぶりとなる黒字を達成し
た。ユベロスは1期4年で退いたが，大リーグは
ユベロスが築いた土台によって経済的安定を手に
した（54）。
安定期に入ったと思われたリーグ経営に危機が
訪れたのが，1994年だった。年俸総額の上限を
定めるサラリーキャップ制の導入などを目指した
オーナー側に選手会が激しく反発し，8月12日
にストライキに入った。初のワールドシリーズを
目指すエクスポズが勝率1位で，打率3割9分4
厘だったトニー・グウィンには4割の期待がかかっ
た注目のシーズンだったが，残り試合は全て中止
に。90年ぶりにワールドシリーズが行われない
こととなり，ストライキは翌シーズンにまたがっ
て232日間続いた。シーズンが再開した1995年
の1試合当たりの観客動員数は前年から約20％
減の2万5260人で，ストライキ前のレベルの3
万人に戻ったのは2004年だった（55）。
ストライキは，ちょうどサプリメント規制が緩
やかになった時期と重なり，球場のトレーニング
ルームを使用しなくなった選手たちが地元のジム
で薬物を手に入れ，筋肉増強剤が球界に一気に広
まったとする見方もある（56）。
1992年にコミッショナー代行となったセリグ
は，ストライキを挟んで選手会との交渉を続け，
1997年3月に収益再分配制などを含んだ新労使
協定の合意にこぎつけた。1998年7月には正式
にコミッショナーに就任（57）。直後の8月にマグワ
イアの薬物使用が発覚した。選手会が薬物取締に
消極的だったのは，野球の失地回復を目指すコミッ
ショナーとしてはむしろ好都合だったのではない
だろうか（58）。
の4 スポーツジャーナリズムの構造的問題
長いストライキは，伝えるべき試合を失ったス
ポーツ報道にとっても苦難の時期だった。1998
年に薬物から目をそらし，華々しい本塁打競争を
追いかけた要因の一つが，まだ生々しいストライ
キの記憶だったことは間違いないと思われるが，
大リーグ機構が描いた野球復興の物語を各メディ
アが簡単に後押しした理由は他にもある。
ベッテとシマンクはスポーツジャーナリズムが
「お抱えスポークスマン」になっている構造的問
題を指摘した。競技団体への出入りを頼みとする
記者が暴露報道をすることは自殺行為で，ドーピ
ングを暴くことなどはないと指摘する（59）。
ホバマンは1998年のマグワイアの薬物問題を
受け，スポーツジャーナリズムに調査報道が不足
していると論じた。スポーツ記者は薬物問題を取
材する力がなく，薬物スキャンダルは競技団体や
警察が起こしたアクションを報道することで初め
て起こるというのだ。マグワイアのアンドロステ
ンジオン使用を伝えたAP通信の報道も偶然の産
物で，記者は薬物に関して突っ込んだ質問ができ
ないとした（60）。
ゼブ・チェーフェッツは野球記者と球団との癒
着とも言える深い関係が，歴史的につくられたも
のだと指摘する。1907年から1960年代までシカ
ゴで活動した記者の回顧によると，記者はチーム
と一緒に旅をするだけでなく，球団持ちで選手と
同じ部屋に泊まることもあり，記者と選手は球場
を離れても付き合い，互いの秘密を守った。ベー
ブ・ルースの女遊びやグローバー・クリーブラン
ド・アレクサンダーの飲酒などは，無害でむしろ
選手の魅力を引き出す事だと考えられたから報じ
られたのであり，本当に不都合なことは隠された。
ほとんどの街では球団と地元紙の間に密な関係が
あり，運動面には新聞の他の面の倫理が通用しな
かった。球団は取材を拒否することができたので，
記者は自己保全のために自然と球団の意をくむよ
うになった。また取材対象である選手のゴースト
ライターを務めることもあり，年俸交渉の時期に
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記事によって選手を助けたり，逆に球団の手先と
なって動いたりすることもあった（61）。記者が選手
のビジネスパートナーとなることは，大リーグ早
期から見られ，クリスティ・ウォルシュは1921
年にベーブ・ルースのゴーストライターとなり，
最初の1年でルースの著作収入を500ドルから1
万5千ドルに引き上げたという（62）。
おわりに
悪いのは選手だけなのか。大リーグの薬物問題
を考えるとき，多くの人の頭にはこの問いがあり，
問いに対する答えが顕著に表れたのがボンズとク
レメンスが多くの票を獲得した2017年の米国野
球殿堂の投票結果だった。
ボンズ，クレメンスへの投票は，薬物使用の単
なる許容ではない。支持への転換はステロイド時
代の責任を2人の選手に負わせることへの疑問で
あり，その背景にあったのは，薬物蔓延に目をつ
ぶったコミッショナーや薬物使用選手の力を借り
て白星を重ねた監督，そして他の薬物使用選手や
疑惑選手の殿堂入りであった。そこには投票者で
ある野球記者が過去の報道を振り返り，殿堂投票
での薬物疑惑選手の排除を偽善と感じたことも影
響した。
ステロイド時代に大リーグに関わった人々が既
に数多く殿堂入りしており，これからも候補とな
る。過去の殿堂入りを取り消せない以上，現在の
候補に薬物疑惑があっても殿堂入りを認めて公平
を期するというのは消極的な判断である。そこに
は選手の「品位」を問う投票規定の第5条へのこ
だわりはない。
殿堂の投票規定の候補者資格に関する条項で，
年限などを除いた唯一の明確な条件は，大リーグ
機構が定めた「失格選手でないこと」である。史
上最多の4256安打を記録したピート・ローズは
レッズ監督時代の野球賭博への関与で1989年に
永久失格処分を受け（63），殿堂入りしていない。一
方で薬物使用者だけでなく品位が疑われる多くの
選手が失格選手とならずに殿堂入りしているのも
事実だ。
ジェイ・コークリーは人がスポーツに求める道
徳的純正性は幻想だと論じた。スポーツ界は人種
差別や男女差別，社会階級の低い人々の排除など
を行ってきた（64）。野球もその例外ではない。チェー
フェッツは，ギャングとの関係や殺人疑惑に至る
まで殿堂選手が関わった不当な行いを指摘してい
る。
例えば人種差別という観点で殿堂資格を見直す
ならば，大リーグの人種分離はキャップ・アンソ
ンが1883年に黒人選手を含むチームとの対戦を
拒否したことで始まったし，トリス・スピーカー
とロジャース・ホーンズビーは白人優越主義の秘
密結社クー・クラックス・クラン（KKK）のメ
ンバーだったことが問題となるだろう（65）。これら
3選手がプレーした時代は19世紀末，20世紀初
頭，20世紀半ばまでとそれぞれ異なるが，その
間人種差別は一貫して米国の社会問題であり，南
部の多くの州では公共施設での人種分離は常識で
もあった。教育や就職の機会など人種差別を禁じ
る公民権法が成立したのは1964年のことである。
大リーグも殿堂もこういった米国社会の一部で
あり，むしろ人種問題に関しては社会の動きに対
して後れを取っていた。近代野球と言われる
1900年以降大リーグが初めて黒人選手を受け入
れたのは1947年のジャッキー・ロビンソンであ
り，人種分離の方針により大リーグ入りできなかっ
た黒人選手たちは別に組織されたニグロリーグで
プレーしていた。殿堂は「大リーグで10年以上
プレー」という候補者の規定などを理由に1970
年までニグロリーグ選手を受け入れなかった（66）。
しかし現在の殿堂には「誇りと情熱」と題した
人種差別時代に関する展示がある。ニグロリーグ
の名選手を紹介するとともに，人種差別の歴史や
黒人選手たちの苦難についても理解を促すコーナー
が設けられているのである。大リーグが抱える負
の歴史に目を向けるこうした姿勢は，殿堂がこれ
から薬物問題に対して示すべき対応の参考となる
だろう。
殿堂投票者のマッカロンとスタークはボンズと
クレメンスに投票した上で，ステロイド時代をテー
マにした展示の開催を殿堂に求めている。殿堂を
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歴史博物館とみなすなら，これは極めて妥当な要
求といえる。薬物使用選手を責めてモラルの欠如
を嘆くより，薬物使用を許容した球界幹部や報道
陣を含めたステロイド時代を野球史の一部として
殿堂が総括するべきである。ただそのためにはス
テロイド時代が過去のものとならなくてはならない。
大リーグの薬物検査導入から 10年がたった
2013年，ヤンキースのアレックス・ロドリゲス，
ブルワーズのライアン・ブラウンら14選手の禁
止薬物使用が発覚し，ロドリゲスは2014年に1
シーズンの出場停止処分を受けた（67）。スター選手
の名が並んだ大リーグ史上屈指のスキャンダルは，
ステロイド時代の終わりを象徴するニュースにな
るのか，それとも薬物を巡る終わりのないイタチ
ごっこが今後も続くのか。以降，2017年まで目
立った薬物使用の摘発はないが，楽観は禁物であ
ろう。
1995年に野茂英雄がドジャース入りし，大リー
グは日本でも大衆が観戦を楽しむ娯楽となった。
ステロイド時代のただなかに取材を本格化させた
日本の大リーグ報道は，米国の論調と無縁ではな
かったはずだ。日本の大リーグ報道がたどった道
と日本球界に与えた影響については，別の機会で
検証することにしたい。
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